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　鈴　木　孝　寿
　50歳　当選２回

　中　河　つる子
　71歳　当選１回

　山　下　清　美
　63歳　当選１回

　川　上　　　均
　61歳　当選１回

　深　沼　達　生
57歳　当選１回
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　中　島　里　司
　78歳　当選５回

　口　田　邦　男
　74歳　当選５回

　西　山　輝　和
　72歳　当選５回

　佐　藤　幸　一
　71歳　当選３回

　高　橋　政　悦
　59歳　当選３回
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　加　来　良　明
　61歳　当選６回

　桜　井　崇　裕
　64歳　当選２回

　奥　秋　康　子
　74歳　当選６回

　

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
多
く
の
ご
支
持
を
い
た

だ
き
、
三
度
目
の
議
長
の
要
職
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ

の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
清
水
町
は
人
口
減
少
の
中
、
少
子
化
や
移

住
定
住
対
策
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
、
産
業
の
振
興

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
下
、
二
元
代
表
制
の
町
政
を
担
う
一

翼
で
あ
る
町
議
会
に
与
党
・
野
党
、
町
長
派
・
反
町

長
派
な
ど
あ
り
え
ず
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
運
営
に
お

い
て
も
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
議
員
一

人
ひ
と
り
が
是
々
非
々
を
基
本
に
、
町
民
目
線
で
建

設
的
な
議
論
の
で
き
る
議
会
運
営
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　

新
年
度
か
ら
議
会
と
し
て
新
た
に
取
り
組
む
、
議

会
広
報
紙
の
充
実
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
、
模
擬

議
会
の
開
催
な
ど
の
事
業
を
通
し
、
町
民
の
皆
さ
ま

が
議
会
を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
議
員
一
丸

と
な
り
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
第
１
回
清
水

町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
副

議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

副
議
長
と
し
て
議
長
を
補

佐
す
る
と
と
も
に
、
議
員
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
っ
て
円
滑
な
議
会
を
運
営

し
、
町
民
の
期
待
に
応
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
で
議
論
し
た
も
の
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
議
会
の

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
基
に
し
っ
か
り

と
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長　加　来　良　明

副議長　桜　井　崇　裕

議員紹介

●任期４年　
平成31年（2019年）１月27日～　
　平成35年（2023年）１月26日

●年齢は２月15日現在

　４年間、
　よろしくお願いします

　
　
　
　
（
写
真
左
上
の
数
字
は
議
席
番
号
）
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一般会計

※ 共生型サービスとは
　障害者が65歳以上になっても使い慣れた事業
所においてサービスを利用しやすくする、 地域
の実情に合わせて限られた福祉人材を有効に活
用するという観点から、高齢者や障害児者が共
に利用できる「共生型サービス」が介護保険、
障害福祉それぞれに位置付けられた。各事業者
は利用者のニーズを踏まえて指定を受けるか判
断することになる。

●●●

　平成30年11月13日午前９時15分頃、清水町字御
影南６線の町道御影南６線道路において、タンクロ
ーリー車が取付道路の道路排水用グレーチング上を
通行の際、グレーチングが跳ね上がり車両下部に接触。
エアタンクブラケット及びエアタンクを損傷した。
　道路排水はＵ字トラフ側溝であり、コンクリート
の欠損が生じていたので早急に修繕を行った。

● 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償
条例の一部改正

　議員報酬について、職務異動により減額の場合
も日割り計算した額で支給する。

●常勤特別職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告に準じて、町長・副町長・教育長の
期末手当の支給割合を改定。
　　※６月 100分の212.5→100分の222.5　　
　　※12月 100分の227.5→100分の222.5

●職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告に準じて、一般職員の給料表と期末
手当及び勤勉手当の支給割合を改定。
 ※勤勉手当　100分の90→100分の95
 ※期末手当  ６月 100分の122.5→100分の130  
　　　　　  12月 100分の137.5→100分の130

●廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改
正
　ごみ処理広域化に伴い、処理内容が変更になる
事業系ごみ及び家庭系ごみの処理手数料を改正。

第８回定例会 行政報告/審議結果

町道御影南６線道路の車両損傷事故
行 政 報 告 (12月11日 ) ●●●

条例の一部改正

◇コミュニティバス運行事業補助金
◇敬老会食糧費（紅白まんじゅう）
◇ 北海道後期高齢者医療広域連合市町
村負担金

◇公衆浴場施設修繕料
◇ 公衆浴場給水加圧ポンプユニット交
換工事

◇ 処理困難物等処理業務委託料（不法
投棄のごみ処理）

◇ 農村浄化槽設置推進事業補助金（希
望者の増）

◇ 中小企業近代化資金利子補給等補助
金（借入申込みの増）

◇ 商工業活性化店舗開店等支援事業補
助金（件数の増）

◇道路管理事故賠償金（行政報告の件）
◇ アイスアリーナブラインポンプイン
バーター交換工事

◇給食センター施設修繕料

（９・10回目の補正）

126万円の増額
36万円の増額
620万円の増額

114万円の増額
99万円の増額

13万円の増額

144万円の増額

200万円の増額

39万円の増額

25万円の増額
200万円の増額

30万円の増額

2,044万円 減
総額99億９,990万円

一般会計の主な補正

平成30年度　補正予算

平成30年第８回定例会
第一保育所のボイラー更新など、
補正予算を可決

【会期：12月11日～20日】

　第８回定例会は、12月11日に開会し、20日に閉会し
ました。
　条例の一部改正７件、一般会計ほか５会計の補正予算、
損害賠償の額の決定及び和解、計画の変更、計画の策定、
規約の変更、意見書の審議を行い、全て原案のとおり可
決しました。
　補正予算では、第一保育所の温水ボイラーの故障に伴
い、更新工事経費358万6千円などが追加されました。
　一般質問では、11人の議員が登壇し、２日間にわた
り活発な議論を展開しました。

● 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備
及び運営に関する基準を定める条例の一部改
正
● 指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護
予防サービスに係る介護予防のための効果的
な支援の方法に関する基準を定める条例の一
部改正
● 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並
びに指定介護予防支援等に係る介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準等に関
する条例の一部改正　
　厚生労働省令の改正により国の基準が改正され
たことによる改正。介護保険法の改正により、共
生型サービス、介護医療院が創設されたことによ
る改正。

※ 介護医療院とは
　主に長期にわたって療養が必
要な要介護者に対し、療養上の
管理、看護、医学的な管理の下
で介護及び機能訓練、その他必
要な医療並びに日常生活を行う
ことを目的とする施設。
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